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Ⅰ　研究の目的・課題 

令和５年に公表された国の第４期教育振興基本計画では，学校における働き方改革の更なる推

進，加えて校務の DX 化への更なる推進の必要についても触れている。高知県でも，第３期高知県

教育振興基本計画（令和２年度）の取組を通して，教員の時間外勤務は減少傾向にあるものの，子

どもたちの置かれた状況や取り巻く環境等が多様で複雑となってきている中で，多様性・包摂性の

ある教育や支援をさらに進める必要性から依然として教員の多忙な状態は続くと予想される。 

実習校（以下，A 高校）は，県内でも規模の大きな学校であり，学校内において各教職員には多

種多彩な校務が割り振られており，時間外業務を行う教職員も一定数存在している現状である。ま

た，時間外業務の内容としては，教科に関わるものとともに校務分掌に関わるものが多かった。 

この結果を踏まえ，本研究では，A 高校の教職員が校内で行っている授業改善など学習指導以外

の業務の効率化・削減をするための校内環境や組織の在り方を検討し，そのための業務の DX 化の

方策を試行することで，学校の組織化のための業務改善の進め方について解明することを目的とし

た。 

 

Ⅱ　方法 

１　A 高校における教職員の業務の現状把握 

まずは，A 高校の教職員が学習指導以外にどのような業務に携わっているかについての現状を見

える化した。具体的には，年間行事と，校務分掌や学年団及び学科の業務をリンクして記入するこ

とができる２種類の表１・２を考案した。 

表１は上から，主な行事，委員会等，検定，各校務分掌の内容を記入するようにしていて，表の

左から右に時系列で内容を確認できるようにした。また，進路指導部は進学部門と就職部門，生徒

支援部は生徒指導部門，生徒支援部門，生徒会部門で枠を分けた。表２は，人権教育における全教

 【研究の概要】  
本研究では，実習校の実態調査で課題とされた掲示物や配布物の作成，紙書類処理などアナ

ログ業務の負担の大きさへの解決策として，本年度は学校経営方針にもとづく取組として，①

掲示物や配布物を Google Classroom でデジタル化し，情報共有を効率化すること，②ホーム

ページの新着情報更新を効率化し，誰でも投稿しやすい仕組みを整えることの２点に取り組む

ことで，教員及び生徒の学校教育活動の質を向上させることを目的とした。 

　取組①，②を進めることで，取組①では，情報共有の効率化を実感した教職員が確認された。

そして，授業や伝達事項を自分で Classroom を見て確認する生徒も確認され，生徒が自主的に

情報を得ようとする行動変容につながった。取組②では，試行したシステムによりホームペー

ジへの新着情報投稿数が増加し，閲覧数との正の相関関係がみられた。

 
【キーワード】　高等学校　学校業務の効率化　デジタル化



職員・授業での働きかけ及び目標，各学科における学びの内容・方法，総合的な探究の時間の学校

としての目標も記入できるようにし，生徒の動きと目標等が合致しているか確認できるようにした。 

表１ 年間行事と校務分掌業務をリンクして記入する表　　　　表２　 年間行事と学年及び学科の業務をリンクして記入する表 

 

次に，年間行事予定表，年度当初に全教職員に示された各分掌の業務内容の資料や分掌独自の資

料等をもとに，各主任等に聞き取りをしながら，考案された表を用いて校務分掌や学年団及び学科

別の教職員の動き等について一覧表を作成した。表３は，表１をもとに作成した，年間行事と校務

分掌の業務表の一部である。表４は，表２をもとに作成した，年間行事と学年団及び学科の業務表

の一部である。これ以外に担任・副担任の方には，毎日のクラスに関わる業務も含まれる。 

表３　年間行事と校務分掌の業務表（抜粋）　　　　　　表４　年間行事と学年団及び学科の業務表（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成した一覧表からは，①校務分掌や学年団及び学科ともに繁忙期が多い，②校務分掌の業務は，

年度初め及び年度終わりの時期に多忙である，③同じ時期に複数の校務分掌で重なった業務がある，

④業務によって両学科の動きが重なっている，などが窺えた。 

 

２　アンケート調査 

次に，A 高校の各教職員が，現状で具体的に負担と感じている業務内容は何かについて明らかに 

するため，2024（令和６）年９月から 10 月にかけてアンケート調査の様式を管理職と検討し，2024

（令和６）年 11 月にアンケート調査を実施した。調査対象者は，2024（令和６）年度 A 高校の時間

講師・臨時職員等を除く教職員。アンケート調査項目は，2023（令和５）年度も勤務している教職

員用（以下，アンケ―ト１）と，2024（令和６）年度に着任した教職員用（以下，アンケ―ト２）

の２種類を準備した。主な質問内容は，それぞれが所属している校務分掌，学年団等の業務の中で，

５月 ６月 ７月
日 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０

共通

教職員集合写
真、校内研修、
入学式・離任式
課題テスト
対面式・部活動
紹介
始業式・着任式
尿検査1次

面談週間（45
分授業）
基礎力診断テス
ト
生活向上日①
身体測定
歯科検診

内科検診①②
検尿２次
前期生徒会役
員選挙（LH)
さわやか隊①

生活向上日②
内科検診③
QUアンケート

県体週間45分
授業
中間考査発表
県体壮行式
県体
中間考査発表
生徒総会LH

中掃除
中間考査
内科検診④
学校生活アン
ケート

PTA総会
大学進学講座
（全学年）
内科検診⑤

中掃除
期末考査

４５分授業
終業式

三者面談

委員会等

組織職員会・教
科会・運営委員
会・分掌会
(4/1)、職員
会・運営委員
会・立志産社オ
リ(4/2)、部活
動顧問会
(4/3)、職員会
(4/5)

・第1回生徒支
援委員会

部活動顧問会
（予算）
運営委員会
人権教育推進
委員会①
追試判定会

第2回生徒支援
委員会

総務委員会
校内研修（不祥
事防止）

運営委員会 教科会
学年会（成績資
料確認）

第３回生徒支援
委員会
学年会
高知県高等学
校家庭科技術
検定総会

運営委員会
令和６年度四国
地区総合学科
校長協会総会

教科会 学年会（成績資
料確認）
・第４回生徒支
援委員会
高知市ボラン
ティア研修会

検定

第１回実用英語
技能検定（一
次）

第１回漢字検定
全商ビジネス計
算実務検定試
験

全商簿記実務
検定試験
全商簿記実務
検定試験

第１回実用英語
技能検定（二
次）

総務

始業式・着任式
高校入学式
離任式

PTA総会 終業式

進路
（進学）

・基礎力診断テ
スト（全学年）
・3年総合学力
記述模試

・3年進学ガイ
ダンス（国公立）
（私立・短大）
（専門・看護・リ
ハ・医療系）（専
門・看護・リハ・
医療以外）

3年大学進学講
座・進学補習・
添削指導説明
会
１・２年大学進学
講座説明会
大学進学講座
申込受付（～
5/10まで）

２・３年小論文
模試①

３年大学入学共
通テスト模試
２・３年小論文
模試②

３年総合学力記
述模試
１・２年ベネッセ
総合学力テスト

進路校内研修 ２・３年小論文
模試②

進路
（就職）

3年第2回就職
ガイダンス

3年公務員模試 ３年公務員模試 ３年就職対策講
座Ⅱ①

３年就職対策講
座Ⅱ②③
３年公務員模試

３年就職対策講
座Ⅱ④⑤

３年就職ガイダ
ンス
３年公務員模試

生徒支援
（指導）

ホーム写真・個
人写真
自転車登録

生活向上日① 3年LH卒業ア
ルバム立志花壇
撮影
交通街頭指導
計画(～6/4ま
で）

県体壮行式 生活向上日③
環境美化週間
①

生徒支援
（支援）

尿検査1次 身体測定
1年スクールロ
イヤー講演
1年人権LH
歯科検診
1年心臓・1年看
護科専攻科胸

内科検診①②
B肝採血（看護
専攻科）
尿検査2次

内科検診③
QUアンケート
人権教育推進
委員会①

内科検診④
学校生活アン
ケート

内科検診⑤
３年人権LH（就
職差別）

内科検診⑥ 人権校内研修
職員健康診断

１年性に関する
教育講話

生徒支援
（生徒会）

対面式・部活動
紹介

生徒会専門委
員会（前期）
部活動登録〆
切

前期生徒会役
員選挙（LH)
さわやか隊①

部活動顧問会
（予算）
部活動部長会
代議員会

生徒総会LH さわやか隊②

情報教育

転入者のパソコ
ン・プリンター
設定、転入者対
象オリ、1年生
図書オリ

すぐーる・
Google等の基
本情報設定、
ICTオリ、ホー
ムの辞書準備

推進

産社・立志担当
者会

1年校外研修
「ドラゴンカ
ヌー」

産社・立志担当
者会

産社・立志担当
者会

産社・立志担当
者会

教務

課題テスト
3年追試指導

3年追試 追試判定会 中間考査発表 中間考査 成績入力締切
成績一覧表提
出
中間考査成績
確認会

中高連絡会
期末考査発表

期末考査
追試指導

成績入力締切 成績一覧表提
出
成績会議
三者面談

読書感想文コンクール・読書感想画コンクール関
係、図書システム・パソコン・タブレット等保守管理
等

４月

　
行
　
事

朝読用希望図書調査・購入、図書システム・パソコン・タブレット等保
守管理等

購入希望図書調査、図書システム・パソコン・タブ
レット等保守管理等

3年保護者対

象進路説明会 3年就職希望者個別面談（4/18～5月中旬）

４月

進路LH
3年就職希望者個別面談

５月 ６月 ７月

大学進学講座（全学年）

交通街頭指導計画(5/7～6/4）

５月 ６月 ７月 ８月 ９月
1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０ 1～10 11～２０ ２１～３０

入学式・離任式
課題テスト
対面式・部活動
紹介
始業式・着任式
尿検査1次

面談週間（45分
授業）
基礎力診断テス
ト
生活向上日①
身体測定
歯科検診

内科検診①②
検尿２次
前期生徒会役員
選挙（LH)
さわやか隊①

生活向上日②
内科検診③
QUアンケート

県体週間45分
授業
中間考査発表
県体壮行式
県体
中間考査発表
生徒総会LH

中掃除
中間考査
内科検診④
学校生活アン
ケート

PTA総会
大学進学講座
（全学年）
内科検診⑤

中掃除
期末考査

４５分授業
終業式

三者面談 学校閉庁日
(8/13～16)

始業式
避難訓練
課題テスト
生活向上週間①
(9/2～4)

体験入学 中間考査発表
中掃除
QUアンケート
後期生徒会役員
選挙LH

組織職員会
(4/1)

・第1回生徒支援
委員会

部活動顧問会
（予算）
運営委員会
人権教育推進委
員会①
追試判定会

第2回生徒支援
委員会

総務委員会
校内研修（不祥
事防止）

運営委員会 教科会
学年会（成績資
料確認）

第３回生徒支援
委員会
学年会
高知県高等学校
家庭科技術検定
総会

運営委員会
令和６年度四国
地区総合学科校
長協会総会

教科会 学年会（成績資
料確認）
・第４回生徒支
援委員会
高知市ボラン
ティア研修会

第１回就職校内
選考会

分掌会
運営委員会
反省職員会
学年会
運営委員会
第２回就職校内
選考会

第５回生徒支援
委員会

学年会
追試判定会

人権教育推進委
員会②

第１回実用英語
技能検定（一次）

第１回漢字検定
全商ビジネス計
算実務検定試験

全商簿記実務検
定試験
全商簿記実務検
定試験

第１回実用英語
技能検定（二次）

全商情報処理検
定試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　違いを認めることができる生徒の育成　　　　　　　　

◆看護専攻科では、看護科での３年間の基礎的な知識・技能の上に、さらに２年間、併せて５年間、一貫性のある看護教育を行います。特に、授業・実習を通じて、高度な知識と的確な技術を習得し、最終的には国家試験の合格を目指します。

看護専攻科入学
式(4/5)

胸部レントゲン
検診

B肝採血（専攻
科）

専攻科終業式
(8/2)

専攻科始業式
(8/26)

◆看護科では、看護者にふさわしい資質・人間性を高めるとともに、授業・実習を通じて、基礎的な看護に関する知識と技術を習得します。

ホームデー 卒業アルバム立
志花壇撮影

３－１中間考査

ホームデー

ホーム写真・個
人写真
自転車登録

胸部レントゲン
検診・スクール
ロイヤー講演
人権LH

ドラゴンカヌー 性に関する教育
講話

行事

追試指導 総合学力記述模
試
第2回就職ガイ
ダンス
保護者対象進路
説明会18:00
～

追試
進学ガイダンス
（国公立）（私立・
短大）（専門・看
護・リハ・医療
系）（専門・看護・
リハ・医療以外）
公務員模試
ホームデー

大学進学講座・
進学補習・添削
指導説明会
卒業アルバム立
志花壇撮影

小論文模試①
公務員模試

大学入学共通テ
スト模試
小論文模試②
就職対策講座Ⅱ
①
人権LH（就職差
別）

就職対策講座Ⅱ
②③
公務員模試

総合学力記述模
試
就職対策講座Ⅱ
④⑤

追試指導 小論文模試②
就職ガイダンス
公務員模試

就職対策講座Ⅲ
①～④

追試補習
公務員模試
就職対策講座Ⅳ
①～④

追試
大学入学共通テ
スト説明会
第１回ベネッセ・
駿台大学入学共
通テスト模試
第４回就職ガイ
ダンス

小論文模試③

立志

立志ｵﾘ（３年立
志を進路に役立
てる）

人権教育 進路実現に向けた取り組みの中で、　自己を多角的に分析し、　　自分の強みを表現できる。
ホームデー １・２年大学進学

講座説明会
小論文模試① 小論文模試② ベネッセ総合学

力テスト
追試指導 小論文模試② 追試補習 追試 小論文模試③

立志

立志ｵﾘ（課題探
究学習の概要・
進路に関わりの
ある探究ﾃｰﾏを
見つける）

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ
調査、探究ﾃｰﾏ探
し（先輩の事例
から、探究ﾃｰﾏの
知識・理解を深
めるｼｰﾄﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ
ｼｰﾄ・ﾏﾝﾀﾞﾗｰﾄ活
用）

探究課題の設定
（社会問題等の
関わりの切り口
を見つける）

探究課題の設定
（社会問題等の
関わりの切り口
を見つける）

情報収集計画立
案（問い出しｼｰﾄ
作成）（計画ｼｰﾄ
作成）、整理・分
析（図書やｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄで情報収
集）、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ・ｱﾝ
ｹｰﾄ準備

情報収集計画立
案（問い出しｼｰﾄ
作成）（計画ｼｰﾄ
作成）、整理・分
析（図書やｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄで情報収
集）、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ・ｱﾝ
ｹｰﾄ準備

アクションプラ
ン（自分にも実
現・解決できる
こと、ものづくり
やｲﾍﾞﾝﾄ計画立
案、ｱｸｼｮﾝの準
備・制作の準備）

アクションプラ
ン（自分にも実
現・解決できる
こと、ものづくり
やｲﾍﾞﾝﾄ計画立
案、ｱｸｼｮﾝの準
備・制作の準備）

アクション計画
の実行（校外活
動を含む）

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（論文
の書き方、今後
の予定、ｱｸｼｮﾝ実
施による社会の
反応や結果のま
とめ）

まとめ・表現（論
文下書き）

まとめ・表現（論
文下書き・清書）

まとめ・表現（ス
ライド・発表原稿
作成）

人権教育 集団生活の中で相手を大切に思う気持ちや　　協調性、連帯性を身に付けさせる

行事

ホーム写真・個
人写真
自転車登録

スクールロイ
ヤー講演
人権LH
心臓検診

校外研修「ドラ
ゴンカヌー」

１・２年大学進学
講座説明会

ベネッセ総合学
力テスト

性に関する教育
講話

補力補習 小論文模試③

産社

産社ｵﾘ（産社の
内容説明、活動
の記録・ひがし
ﾉｰﾄ説明）、フ
ラッグ作り、校
外研修事前学習

ドラゴンカヌー、
職業いろいろ
KJ法（職業分け
ｶﾃｺﾞﾘｰ分別）

科目選択全体説
明（総合学科の
仕組みｺｰｽ説
明）、系列・科目
選択仮決定（各
教科から系列説
明）

系列・科目選択
個人面談、中学
校への手紙

系列・科目選択
個人面談、中学
校への手紙
（6/21中高連絡
会手渡し）

聴かせて先輩！
（進学・就職２名
ずつ）、個別科目
説明会、系列・科
目選択仮決定

職業分野別講演
会事前学習（自
分の興味関心の
ある職業分野調
べ・質問事項）

職業分野別講演
会（希望する２つ
の職業分野の講
義を受ける）

夏休み課題事前
学習（職業人ｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰ質問事項作
成等）、１学期の
振り返り、科目
選択個人面談

夏休み課題ポス
ターA3作成（下
書き・清書）

発表原稿作成
（職業人ｲﾝﾀ
ﾋﾞｭｰ・OC・ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱの中から作
成）

一宮探訪ｵﾘｴﾝﾃｰ
ｼｮﾝ・訪問先希望
調査・系列科目
選択最終確認面
談等

人権教育 生徒の小さな変化に気づき　　　声をかけよう

学びの内容・方法
（ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ）

◆総合学科では１年次の「産業社会と人間」、２・３年次の「立志」（総合的な探究の時間）の授業を通じて、身近な地域にある課題解決にチャレンジするとともに、職業意識や進路への考えを深め、生涯に渡って課題や目標を定め、情
熱をもって前進する姿勢を育成します。
◆総合学科では、生徒の多様なニーズに対応したカリキュラムのもと、進路実現まできめ細かな指導を行います。1年次は全員共通の学習を行い、２年次からは７つのコースに分かれて、それぞれのコース特有の学習活動を通じ
て、進路実現につながる力を身に付けます。

総合的な探究の
時間の目標（学校
としての目標）

●本校の校訓「立志」の精神のもと、自ら将来の進路を踏まえ、地域・社会に関わる課題探究の過程において自己と将来の生き方、社会貢献を結び付け、自己の将来について具体的に考えることを通して、自分自身の生き方や学び
の方向性を見いだし、自らの進路実現に生かすとともに、社会の形成者としての自覚をもって、予測困難な時代における持続可能な社会の実現に向けて、地域・社会に貢献することができる人材を育成する。

看
護
科

総
合
学
科

３
年

行事

２
年

1
年

名前を呼んで挨拶しよう

夏休み課題：職業人インタビュー実施、オープンキャンパス参加、ボラ
ンティア活動（ナツボラ2024ガイド）の中から必ず一つ以上実施、発
表原稿下書き作成

夏休み：課題探究インタビュー、アクション実施（ものづくり、イベント、
現地調査、実験など）、「探究課題を振り返ろう」シート作成（ｱｸｼｮﾝ実
施による社会の反応や結果、自分の考えの変化をまとめる）

３年

２年

１年

学びの内容・方法
（ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ）

学びの内容・方法
（ｶﾘｷｭﾗﾑﾎﾟﾘｼｰ）看護

専攻
科 １・２年

　
行
　
事

人権教育
（全教職員・授業での働きか

け）

共通

４月

生徒の居場所を大切にする　　　（一人ひとりを名前で呼ぶ、生徒の目を見て話す、生徒の話を最後までよく聴く）

委員会等

検定

自分との違いを理解できるクラスにする

挨拶や丁寧な言葉遣いの励行、互いを認め合うコミュニケーションの在り方について理解し、実行する。

アクション・まとめ・表現（論文作成・ｽﾗｲﾄﾞの準備） 夏休み：アクションの実施・オープンキャンパス・ボランティア　就職希
望者職場見学（進路）

アクション・まとめ・表現（論文作成・ｽﾗｲﾄﾞの準備）

４月

交通街頭指導計画(5/7～6/4）

ハイスクール予算調査

３-1 臨地実習（6/3～7/12）

専攻科２年 臨地実習（5/13～7/19）

５月 ６月 ７月 8月 ９月

3年就職希望者個別面談（4/18～5月中旬）

進路 受験する学校 および 受ける会社・官公所 決定 オープンキャンパス・説明会などに参加



削減及び負担軽減が可能であると考える業務について質問するものである。2024（令和６）年 11

月，校務支援システム Groupware のアンケート機能を活用し，２種類のアンケートを実施した。回

答期間を設定して，回答締切の一週間前及び前日にリマインドメッセージも送信した。回答の際の

参考資料として，2023 年度１年間と 2024 年度の１学期の業務一覧表も添付した。回収率は，アン

ケート１は 88.2%，アンケート２は 95.0％，全体では 90.1%であった。回答には，「クラス教室での

掲示物や配布物に関する業務のこと」，「各種会議に関する業務のこと」，「紙仕様の書類などアナロ

グな情報に関する業務削減の内容のこと」などの課題が挙げられた。 

　図１～図４に，アナログな情報に関する業

務を削減・負担軽減できるのではないかとい

う回答分析結果を示す。多く出された，アナロ

グな情報に関する業務を削減・負担軽減でき

るのではないかという回答については，年代

では，30 歳代の方の回答が最も多く（図１），

また，A 高校での勤務歴が，２・３年目の教職

員の回答が多かった（図２）。 

また，所属校務分掌によって，回答人数に差が 

あった（図３）。これは，校務分掌によって， 

紙仕様の書類などを扱う量に差があること， 

アナログな情報に対しての意識の違いがある 

こと，などが理由ではないかと考える。さら 

に，図４に示すように，学年団の回答から， 

特にホーム関係の業務の中に，デジタル化等 

によって組織として負担軽減できる業務があ 

ることがわかった。 

表３，４の現状把握からは，各校務分 

掌，各学年及び各学科ともに，同じ業務内容を

それぞれが重なって行っていることが多いこ

となどがわかった。そして，その後のアンケー

ト調査において，教職員が，削減・負担軽減で

きると考える業務内容は，校務分掌，学年及び

学科の業務の直接的な内容ではなく，業務のシ

ステムについての回答が目立った。このことか

ら，A 高校の 

教職員は，これまで行ってきた業務内容は変わ

らず，業務の効率化を図るシステムを求めてい

ることがわかる。このような分析結果から，実

習校の実情に即した業務の効率化・削減の手法

を考えた場合，学校教育活動の中で，教職員が

今行っている業務内容の中身の検討ではなく，

その過程をシステム化して，業務過程の効率化を図る方向が適しているのではないか，業務の過程

をシステム化するには，業務の DX 化という視点で，取り組むことが効果的なのではないかという結

論に至った。業務の過程をシステム化する際，総務省が示している「デジタルトランスフォーメー

図１　年代との関係

図３　所属校務分掌との関係

図４　所属学年と

図２ A 高校での勤務年数との関係



ション，デジタイゼーション，デジタライゼーショ

ン」（図５）を参考とした。    

 

Ⅲ　実践 

１　業務のデジタル化の取組 

2025（令和７）年度の A 高校の学校経営方針に

盛り込まれているデジタル化に関する学校全体で

の取組である，①掲示物や配布物など紙仕様での

情報伝達を，県が Google 社と契約のうえ，すべての学校で使用可能となっている「Google　

Classroom」（以下，Classroom）を活用してデジタル化し，生徒も教職員も端末から効果的に情報

収集できるようにすること，②教職員が紙仕様の書類で行っていた学校ホームページ（以下，HP）

新着情報掲載までの業務をデジタル化し，教職員誰でもが投稿しやすくすること。以上の２点に介

入することとした。そして，図５の業務の DX 化を進める第１段階（デジタイゼーション）の取組

を学校全体で組織的に進めることとした。なお，学校全体としては，①を情報教育部長，②を主幹

教諭が主担当として進める体制とした。 

2025（令和７）年４月から，取組①は，全生徒及び教職員に１日１回 Classroom を確認すること，

生徒には，特に朝の時点で確認することを進めることとした。また，取組②は，今年度からの HP 新

着情報掲載までのデジタル化の手順変化について教職員全体に周知し，活用できるよう支援を行う

こととした。 

 

２　現状把握（アンケート調査） 

同年５月段階のClassroom活用の現状について，

アンケート調査を実施した。2025（令和７）年度 A

高校の時間講師・臨時職員等を除く教職員，及び全

校生徒（高校１～３年生）を対象とし回答を得た。

2025（令和７）年５月の A 高校の職員会議等で，情

報教育部長よりアンケート調査実施の依頼をし

た。「Google Forms」（以下，Forms）で作成した教

職員用及び生徒用のアンケートを Classroom のス

トリームに添付し，実施した。主な質問内容は，

Classroom の確認及び活用状況，学校 HP について

である。回答期間を設定して，回答締切日にリマイ

ンドメッセージも送信した。結果の抜粋を図６～９

に示す。 

取組①では Classroom を毎日確認している教職

員は 63.4%（回答率 59.4%）（図６），生徒は

37.1%（回答率 86.4%）（図７）であった。 

教職員が確認できない理由は，「校外での勤務

の日は確認を忘れる」「Classroom をうまく使い

こなせない」「習慣がなかったから」などがあげられた。生徒が朝の時点で確認できない理由は，

「時間がない」「忘れる」などであった。 

図６

図７

第１段階 第２段階 第３段階

図５　業務の DX 化

図８

図９



この結果を受け，活用率の向上策として，校外でも自宅でも確認できるように，スマートフォン

等への Classroom のインストールの仕方の周知や，８月には Classroom の使い方についての短時間

の校内研修を実施した。 

また，教職員がどのような内容で Classroom を活用しているかの回答には，学年やクラスに関す

る内容と，授業に関する内容が多かった（図８）。朝以外で確認しているのはいつかの回答について

生徒は，朝以外では，休み時間と，授業中に確認しているという回答が多かった（図９）。 

これらの回答から，各教科の授業において Classroom を活用・確認する教職員及び生徒が多い点

を踏まえ，Classroom での情報の確認率を高めるため，授業で Classroom を活用している教員に対

して，生徒が休み時間に他の Classroom も確認するように，授業の最後に生徒に声掛けを行うよう，

情報教育部長及び学校長より依頼した。 

その後，この手立ての進捗状況を把握するため，７月に教員向けアンケート調査（回答率 57.1%）

を実施した。結果をみると，授業に関する内容で Classroom を活用する教員数が，５月の調査と比

べて増えた（12 名→29 名）。そして，短期間での取組であったが，授業で Classroom を活用してい

る教員 29 名のうち 16 名が生徒への声掛けに努めてくれた。さらに，夏休み明けの９月にも情報教

育部長より，各教員に生徒への声掛けを依頼した。 

取組②で，本来４月に全教職員に周知した HP の掲載文投稿の仕方を知っている教職員の割合は

34.1%（回答率 59.4%）であることから，再度全教職員周知が行われた。また，新学期に入ってから

学校 HP を見たことがある生徒の割合は，40.7%（回答率 86.4%）であった。 

どのような内容を入れたら，「より HP を保護者等や生徒に見てもらえると思うか」という設問に

対する教職員の回答のなかに，「インスタグラムとつなげる」という意見があった。この他にも，教

職員の方に聞き取りを行うなかで，「外部講師招聘授業を行ったが，この内容は HP とインスタグラ

ム，どちらに載せたらいいだろうか」という投稿の仕方についての声があった。 

これらのことを踏まえ，「HP には何を掲載し，インスタグラムとどのように使い分けていくのか」

について，記事作成時のルールとともに管理職と検討し，それらの使い分けについてまとめた文書

を作成し，2025（令和７年）７月に全教職員に周知を行った。その後７月の 1 カ月間の投稿を見る

と，これまで投稿したことのなかった教員の投稿が４件に増えた。 

図 10，11 に，2025（令和７）年度の月ごとの学校 HP への新着情報投稿数とトップページへのア

クセス数を示す。 

 

投稿の仕方を改善し実施した 2025 年７月は，アクセス数も増えている。投稿数とアクセス数に正

の相関関係がみられることから，投稿数を増やすことが出来ればアクセス数も増えるので，今後の

課題として，８月のように投稿内容が少ない時に，いかに投稿数を増やすための手立てを打つこと
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2025年度　新着情報の投稿数
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が出来るかが重要となってくる。 なお，５月と６月はアクセス数が少ない。５月と６月は，HP と

公式インスタグラムの投稿内容の仕方が学校として整理されておらず，HP の投稿数も伸びなかった

ことが要因であると考えられる。 

 

３　授業デザインプロジェクトでの Classroom の活用 

　A 高校では，生徒が主体的に学ぶ授業を実現するために，学校全体で組織的に授業デザイン（授

業改善）に取り組むという趣旨で，2025（令和７）年度に「授業デザインプロジェクト」を実施し

ている。取組内容は，プロジェクト（計画）に沿って各自の授業に対して第１回アンケートを行い，

その結果を検証して，公開授業を行い，第２回アンケートを実施して生徒及び授業の変容等を把握

し，検証，校内研修へと繋げる取組である。授業アンケートは，各科目で授業の Classroom を作成

し，Forms のアンケートを投稿する。２回のアンケートはそれぞれ実施後，結果を各自で検証し，

授業改善につなげる。この取組を通して全教員は，Classroom を作成し，Forms のアンケートを投稿

する過程で，これまで　Classroom を使用していなかった教員も使うようになった。これは，教員

の授業での Classroom の活用率の向上につながり，結果的に生徒自身の授業中の Classroom の活用

率を上げることができた。 

 

Ⅳ　検証アンケート調査 

２つの取組が，どのような変化をもたらしたのか，2025（令和７）年 11 月にアンケート調査 

を実施した。2025（令和７）年度 A 高校の時間講師・臨時職員等を除く教職員及び全校生徒（高校

１～３年生）を対象とし回答を得た。教職員用及び生徒用のアンケートを Classroom のストリーム

に添付して実施した。回答期間を設定して，回答締切日の前日及び締切日に，職員朝礼で再度回答

の依頼をした。　　　　 

取組①については，表５に設問と回答結果の抜粋を示す。表５の教職員対象の設問㋒の回答結果 

を５月の回答結果と比較すると，授業で Classroom を活用する教員の割合は，29.3%から 71.8%に増

加している。これに対して，設問㋓の回答結果で，Classroom の確認について授業で声掛けをして

くださっている教員の割合は，７月の調査で 54.8%であったが，11 月には 43.6%に低下した。この

ことについて，聞き取り調査を実施したところ，「Classroom を確認することを指示しなくても，生

徒が自ら確認するようになっている」という声があった。以上のことから，教員が授業で Classroom

を活用することが進むことで，生徒に Classroom を確認する習慣が身に付いてきたことが窺える。

設問㋐において、Classroom を毎日確認する教職員は５月に 63.4%であったが，11 月には 30.8％に

減少している。５月から 11 月にかけて，教員が授業を中心に Classroom を活用することで，教員は

毎日確認というより適宜必要に応じて確認，使用するという活用の仕方が出来るようになったので

はないかと考える。また，表５の生徒対象の設問㋓において，88.1％の生徒が「Classroom を見て

役に立つことがあった」と回答している。あわせて，設問㋔において，「連絡事項を自分で Classroom

を見て確認することがあった」，「以前に確認したり忘れていた連絡事項を見返すことができた」，

「課題を Classroom で提出することで，紙のプリントをなくす心配が少なくなった」と回答した生

徒が３分の 1 以上の割合を占めており，生徒は Classroom の活用意義を理解し始めていることが分

かる。 

教職員対象の設問㋔からも，「生徒への的確な情報伝達ができるようになった」，「課題の配付が 

効率化された」，「前に伝達した連絡事項をいつでも見返すことができた」を選択した割合が，全 

体の３分の１以上となっていることから，教職員にとっても Classroom の活用意義が理解され始め 

ていることが分かる。 



次に，取組②については，表６に設問と回答結果の抜粋を示す。表６の設問㋐で「フォルダに写 

真と文面を入れるだけで投稿される」「自分で管理職への決裁をする必要がなくなった」という選択

肢を選んだ投稿経験者は５割を超えており，今回の取組の改善策が，投稿する際の大きな課題とな

っていたことが分かる。その一方で，設問㋑の回答には，公式インスタグラムの充実を求める声も

あり，今後，HP とインスタグラムをどのように活用して情報発信をしていくかが課題である。 

 

表５　取組①についてのアンケ―ト調査の設問と結果（教職員，生徒）（抜粋）　　　　　 

◆教職員（回答率:56.5%） 

表６　取組②についてのアンケ―ト調査の設問と結果（教職員）（抜粋）（回答率:56.5%） 

 

Ⅴ　まとめ 

取組②については，HP の投稿数を増やすことが出来ればアクセス数も増えることから，今後の課

題として８月のように投稿内容が少ない時に，いかに投稿数を増やすための手立てを打つことが出

来るかが重要となってくる。来年度は，夏休み中に実施される就職・進学講座や教職員研修などの

テンプレートを事前に作成し，記事作成担当を決定しておく方法で投稿数の維持を図っていく方向

 設問 回答

 ㋐ 自分が参加している Classroom どれか一つを確認

する頻度

毎日 30.8％（５月：63.4%），２～３日に１回  30.8％， 

１週間に１回  25.6％

 ㋑ 学年やホームなどへ提供したり，提供される情報

について Classroom を確認する頻度

毎日 15.4％，２～３日に１回  33.3％，１週間に１回  33.3％

 ㋒ 授業に関する内容で活用しているか 活用している  71.8％（５月：29.3%）

 ㋓ Classroom の確認についての授業での声掛け 声掛けしている　43.6%（７月：54.8%）

 
㋔ Classroom を使ったことで良かった点

生徒への的確な情報伝達ができるようになった　35.9％， 

課題の配付が効率化された　35.9％， 

前に伝達した連絡事項をいつでも見返すことができた　38.5%

 ◆生徒（回答率:87.6%）

 設問 回答

 ㋐ 自分が参加している Classroom どれか一つを確認

する頻度

毎日 33.1％（５月の朝の時点での確認　37.1%）， 

２～３日に１回　30.2％，１週間に１回　31.9％

 ㋑  特に，自分の学年やホームなどで提供される情報

を Classroom で確認する頻度

毎日 24.8％，２～３日に１回　30.8％，１週間に１回　39.5％

 ㋒  授業中に，教科に関する内容で活用する頻度 毎時間 27.0％，１日に１回の授業　37.6％

 ㋓  Classroom を見て役に立つことがあったか 役に立つことがあった　88.1％

 

㋔  どのような点が役に立ったか

連 絡 事 項 を 自 分 で Classroom を 見 て 確 認 す る こ と が あ っ た　　　　　　　　

55.2％，以前に確認したり忘れていた連絡事項を見返すことができた　　　　　　

39.9％，課題を Classroom で提出することで，紙のプリントをなくす

心配が少なくなった　31.4%

 設問 回答

 ㋐今年度記事を提供した教職員の，HP 掲載システムの

使いやすかった点

フォルダに写真と文面を入れるだけで投稿される　62.5％， 

自分で管理職への決裁をする必要がなくなった  　50.0%

 ㋑記事の提供をしなかった理由 掲載するようなニュースがなかった　など



である。 

次に，取組①の当初の目的であった，情報共有ツールとして，Classroom を教職員及び生徒が活

用するということについては，2025（令和７）年 11 月のアンケート調査時において，80%以上の教

職員及び生徒が定期的に Classroom を確認しているという状態になった。また，教職員への

Classroom を使ったことでどのような点が良かったかという設問に対し，「生徒への的確な情報伝達

ができるようになった」，「課題の配付が効率化された」と回答した教職員が一定数みられたことか

ら，Classroom を活用することで，学校教育活動において，教職員が業務の効率化・削減を図るこ

とができたと考えられる。また，生徒に対する同調査の「どのような点が役に立ったか」の設問に

対し，「連絡事項を自分で確認することがあった」と回答する生徒が 55.2%見られ，Classroom を使

って情報伝達を行うことで，生徒は自分で情報を得ることができるように行動が変容したことが窺

える。 

今回の研究で，A 高校において業務の DX 化を進める過程において，Classroom を活用して，これ

までの 

教職員や生徒が行っていた情報収集，伝達の内容は変えずに情報共有の効率化を図るシステムを学

校全体の取組として構築することができた。結果的にアンケート調査からも教職員及び生徒にとっ

て学校における教育活動を円滑に進める仕組みを自分事として捉え，それぞれの活動における教育

の質につなげることができたと考えられる。A 高校は，授業デザインプロジェクトで教員全員が

Classroom を使うことができるようになったことも踏まえ，来年度も引き続きこの取組を継続し，

情報共有の効率化，教育の質の向上を目指すとのことである。 
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